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北大水産業報
52(1)， 11-37， 2∞1. 

北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

(甲殻綱，端脚目，ワレカラ科)

細野隆史1)・宗原弘幸2)

Caprellids (Crustacea， Amphipod， Caprellidea) from Usujiri， 

Pacific Coast of Southern Hokl五aido

Takashi HOSONO and Hiroyuki MUNEHARA 

Abstract 

Caprellids were collected around Usujrii， Pacific coast of southem Hokkaido from July 1998 to August 2α)()， 

for morphological comparison. Nine species of one genus of Caprella were identified as follows: C. acantho.gas-
ter， C. brebiro.stris， C. carinata， C. cristibrachium， C. danilevskii， C. mutica， C. po.lyacantha， C. scaura and C. 

tsugarensis. These caprellid species were described in detail. Two species， C. carinata and C. cristibrachium， are 

自rstrecorded from around Hokkaido. Identification keys were constructed for all of these caprellids. 

Key words: Caprella， Southem Hokkaido， Description 

緒 言

日本近海に分布するワレカラ類(甲殻綱，端脚目，ワレ

カラ科)の分類学的研究は DeHaan (1849)による Caprel-

Ia kroyeri De Haanの記載に始まり，現在までに 29属 105

種が報告されている (Takeuchi，1999)。この数字を他の地

域のワレカラ類の種数と比較すると，多様性が高いとされ

るオーストラリア・タスマニア域で 13属29種，インド・

パシフィック域で 17属26種であることから，日本近海に

おけるワレカラ相は極めて多様性が高いといえる

(McCain and Steinberg， 1970)。
このように日本近海産のワレカラ類は分類学的研究が

進んでいるが，初期の分類学的記載では各体節長の比や，

背面の聴の数，第2岐脚前節の形態を中心とした簡単な記

載にとどまるものが多い。しかし，ワレカラ類においては

体節長の比や，体節背面の聴数は雌雄によって大きく異る

うえ，同'性であっても成長に伴って上記の特徴は変化する

(H紅rison，1940; Arimoto， 1976; Aoki and Kikuchi， 1990)。

そのためワレカラ類の個体群動態研究や魚類の胃内容物解

析などの野外から得られる様々な齢を含む標本を対象とし

た場合，上記の特徴のみによる種の査定は困難な事が多

い。竹内(1989)はCaprelladanilevskiiなど CapreUa属3

種の飼育実験から，第 1，第2触覚，第5，第6，第7胸脚

。北海道大学大学院水産科学研究科資源生産生態学講座

および腹部の形態は，性別や，齢変化に対し比較的安定し

た形質であることを明らかにし，ワレカラ属の分類ではこ

れらを包括して記載する必要があると指摘している。そこ

で本研究では，これまでワレカラ相の調査が行われたこと

がない北海道南部太平洋岸の臼尻地区においてワレカラ相

を明らかにするともに，出現種に対して各部位の詳細な再

記載を行った。

材料および方法

1998年7月から 2側年8月まで，北海道南部太平洋岸

の臼尻地区 (41
0

57'N，14r58'E)においてワレカラ相の調

査を行った。調査では月に l回SCUBA潜水によって臼尻

周辺から，青木(1991)が考案した排水口付きビニール袋

を用いて海藻ごとワレカラを採集し，実験室で海藻とワレ

カラ類を分離した。得られたワレカラ類の標本は 5%ホル

マリンで固定後7慨アルコールで保存した。また，ワレカ

ラ類は漁網などの人工構造物にも多く出現することから，

海藻群落での調査に加えて人工基質へ付着するワレカラ類

も採集した。人工基質として方形網 (50Xωcm，2mm目

合)を用い，これを 1999年7月から 2{削年8月まで垂直

におろしたロープに水深 1mから 5mまで 1mごとに結

びつけた。網は月に l度回収し，付着していたワレカラ類

については，海藻群落での調査と同様の方法で分離，同定

(Labo.rato.ry 0.1 Marine Eco.lo.gy， Graduate Scho.o.l 0.1 Fisheries Sc.削 ce，Ho.kkaido. University) 
2)北海道大学水産学部附属臼尻水産実験所
(Usujiri Fisheries Labo.ratoη Facu/iぴ 0.1Fisheries， Ho.kkaido. Universi，ぴ)
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した。さらに，臼尻沿岸に設置されている定置網に付着し

ていたワレカラ類を網の回収時(1998年6月21日)に採

集し，上記と同様の方法で固定，保存した。

本研究の記載に用いた標本はすべて北海道大学水産科

学研究科 (HUMZ)に登録した。

結 果

Family Caprellidae Leach， 1814 

Genus CapreUa Lamarck， 1801 

Caprella acanthogasterお1ayer，1890 

Fig.l 

Caprella acanthogaster Mayer， 1890， p. 80， pl. 7 figs. 52-53 ; 

Mayer， 1903， pp. 78-79， pl. 3 fig. 3; Schurin， 1937， pp. 25-26， 

figs.3-4; Utinomi， 1943a， 271-273， fig.l; Utinomi， 1943b， 

pp. 281-282， fig. 1 ; Utinomi， 1965， p. 569 with figs; Takeu・

chi， 1995， p. 201， fig.21-185. 

Caprella (Spinio甲hala)acanthogaster Arimoto， 1976， pp. 

169-175， figs. 91-93. 

材料

雄 (HUMZ・C2179)1998年6月21日採集，臼尻定置網。

体長30.3mm。

雌 (HUMZ-C2180)2:側年8月3日採集，方形網に付着

したヒラタオベリア Oberia plana (ヒドロ虫)上。体長

13.3 mm。

記載

雄

各体節中では第2胸節が最も長く，ついで第 1胸節が長

い (Fig.la)。第3，4および5胸節は互いにほぽ等しい。第

6および7胸節は互いにほぼ等しく，第5胸節の 1/2以下

である。頭部は丸い。第2胸節の両側面後端に lつの聴が

存在する。第3，4胸節の背面には6対の聴が存在し，各節

の両側面の前端と後端に lつの聴が存在する。また，第3

および第4胸節に偲が連結する付近には下方へ向かう 4つ

の大きな椋がある。第5胸節背面には6対の聴が存在し，

両側面前方に2つの聴があり，第5胸脚が連結する付近に

は，それぞれlつの聴がある。第6胸節背面には2対の糠

が存在し，第6胸脚が連結する付近には，それぞれ lつの

糠がある。第7胸脚が第7胸節に連結する付近には，それ

ぞれ lつの聴がある。

鯨は細長く，長さは連結する節の長さとほぽ等しい。

第 l触角 (Fig.la)は非常に長く，体長よりわずかに短

い。柄部は第 l触覚全体の8割の長さを占める。柄部では

第2節，第3節，第 l節の順に長い。鞭状部は 16節からな

る。

第2触角 (Fig.lb)は第 l触角の柄部より短く，第3，4

柄部およひ哨更状部第 1節の腹面には2列の遊泳毛と，それ

より短い l列の剛毛が密生している。遊泳毛は他の Ca-

preUa属の中で短い方である。

第2岐脚 (Fig.lc)は第2胸節の後端から 1/4に位置

し，その基節は第2胸節の 1/2より長い。基節前端には三

角状突起を備える。前節は細長く，基節の長さよりわずか

に短い。前節腹面基部には掌部突起があり，中央には発達

した毒歯を備える。また，掌部末端には三角状突起が存在

する。

第 5-7胸脚 (Fig.ld・0の形態は類似しているが，後方
の胸節ほど長くなる。基節前端には三角状突起を備える。

腕節の腹面および背面には比較的長い剛毛が存在し，腹面

の剛毛は密となる。第5胸脚では前節が最も長く，長さは

幅の 3倍に達する。第6および第7胸脚では前節が最も長

く，長さは幅の4倍に達する。いずれの胸脚においても前

節腹面の基部から 1/3にl対の把握椋と短い剛毛列を備

え，前節背面には比較的長い剛毛が存在する。

腹部 (Fig.Ig)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は2節からなり，末端の節は円形となる。

雌

第 2，3胸節の長さはほぽ等しく，各体節中では最も長い

(Fig. lh)。第4，5胸節はほぽ等しい。第6胸節は第7胸節よ

り長く，第5胸節より短い。頭部に l対の突起がある。第

l胸節背面の後端には l対の腕がある。第2胸節の背面に

は4対の聴がある。第3胸節には背面に 6対の糠と両側面

に数個の聴が存在する。第4胸節には背面に 5対の椋と，

両側面の数個の聴が存在する。第5胸節には背面に 5対の

聴があり，両側面の前方には2つの突起が存在する。また

第5胸脚の連結部付近には，それぞれ lつの聴がある。第

6および7胸節背面には l対の腕をそれぞれ備え，各胸脚

との連結部付近には，それぞれ lつの腕がある。

第2岐脚 (Fig.li)は第2胸節の中央前方寄りに位置し，

基節は第2胸節の 1/2より長い。基節前端には三角状突起

を備える。前節は卵形を呈す。前節腹面の基部付近に掌部

突起を備え，掌部末端中央寄りには小さい毒歯が，末端に

は三角状突起が存在する。

腹部 (Fig.1j)の側面葉にはそれぞれ l本の剛毛が存在

する。

分布

模式地

China; de Casteries Bay， Sakha1in， 520N or Lemaire 

Strait; South America. 

その他分布

V1adivostok， Peter the Great Bay;北海道沿岸，東北地方

の太平洋岸から茨城県阿瀬まで，津軽海峡，佐渡島
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付記

本種は三陸以北で代表的な量産種である(竹内， 1995)。

臼尻周辺においても定置網などの人工構造物に付着したヒ

ドロ虫上に優占して出現したが，海藻群落では出現が認め

られなかった。

Caprella brebiY<ωtris Mayer， 1903 

Fig.2 

Caprella brebirostris Mayer， 1903， pp. 95-96， pl. 3 fig. 45， pl. 7 

figs. 74-76; Martin， 1977， pp. 156-158， fig. 4.; Kim and Lee， 

1978， pp. 3-4， fig. 3.; Takeuchi， 1995， p. 198， fig. 21-178. 

Caprella (Rωtrhic，句phala)brebiro.恒例sArimoto， 1976， pp. 

206-209， figs. 111-112. 

Caprella septent巾nalis [not Kゆ'yer，1843J La Follette， 

1914， pp.223-224， pl. 4. 

材料

雄，雌 (HUMZ-C2181)，1999年 12月15日採集，方形網。

雄，体長 8.1mm。雌，体長6.0mm。

記載

雄

各体節中では第2胸節が最も長い (Fig.2a)。第 3，4およ

び5胸節の長さはほぽ等しい。第6および7胸節はほぼ等

しく第5胸節の 1/2以下である。頭部先端に前方へ向かう

突起がある。第2胸節から第5胸節にかけて突起は無く滑

らかである。第6胸節に第6胸脚が連結する付近にはそれ

ぞれ lつの聴がある。第7胸節の背面末端に lつの聴があ

り，第7胸脚が連結する付近にはそれぞれ lつの聴があ

る。

鯨は大きな円形を呈す。

第 l触角 (Fig.2a)は体長の約 1/2の長さである。柄部

は第 1角撹全体の 6割の長さを占める。柄部では第2節が

最も長く，第 l節および第3節の長さはほぽ等しい。鞭状

部は 11節からなる。

第 2触角 (Fig.2b)は第 l触角の柄部より短く，第3，4

柄部および鞭状部第 l節の腹面には2列の遊泳毛が密生し

ている。

第2岐脚 (Fig.2c)は第2胸節の中央後方寄りに位置

し，基節は第2胸節の 1/2にほぼ等しく，基節の前端は丸

い。前節は卵形を呈し，基節の長さの 2倍に達する。前節

腹面の基部から 1/3には把握聴を伴う掌部突起があり，末

端から 1/3には毒歯を備える。また，毒歯から U字の溝を

隔てて三角状突起が存在する。前節背面には数束の剛毛が

ある。

第 5-7胸脚 (Fig.2dーのの形態は類似しており後方の胸

脚ほど長くなるが，その傾向はわずかである。基節前端に

は三角状突起を備える。長節の前端には放射状に生えた剛

毛の束が存在する。腕節の背面および腹面には 2束の剛毛

が存在する。第 5-7胸脚では前節が最も長く，長さは幅の

3倍に達する。いずれの胸脚においても前節背面には4束

の剛毛があり，掌部には 3束の剛毛がある。

腹部 (Fig.2g)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は2節からなり，末端の節は円形となる。

雌

第 2，3，4および5胸節の長さはほぽ等しい (Fig.2h)。第

6および第7胸節の長さは第5胸節の半分である。頭部先

端に前方へ向かう突起がある。第2胸節から第5胸節にか

けて突起は無く滑らかである。第6胸節に第6胸脚が連結

する付近にはそれぞれ lつの聴がある。第7胸節の背面末

端に lつの腕があり，第7胸節が連結する付近にはそれぞ

れ lつの聴がある。

第 3覆卵葉の辺縁部には剛毛が密生する。

第2岐脚 (Fig.2i)は第2胸節の中央前方寄りに位置

し，基節の長さは第2胸節の 1/2とほぽ等しい。基節前端

の突起は丸い。前節は楕円形を呈す。前節腹面の基部付近

に掌部突起を備え，掌部の末端から1/3には小さい毒歯が

あり，それに隣接するように小さな三角状突起がある。

腹部 (Fig.2j)の付属肢は節構造を持たない。側面葉に

はそれぞれ l本の剛毛が存在する。

分布

模式地

WIYN， 128
0

51'E; 3301ぴN，129018'E; 33
0

08'N， 12nO'E; 

33
0

仰'N，129
0

18'E; 33000'N， 12n4'E; 33
0

08'N， 1290YE; 32
0 

2'N， 12801ぴE;Pacific Grove， California 

その他の分布

Santa Cruz Island， Tomales Point， Laguna Beach， Califor-

nia;五島列島，対馬列島西岸，千葉県小湊，三陸沿岸

付記

本種は Cgenerosaと形態が類似するが， C generosaの

頭部先端は丸いこと，鯨が楕円形を示すこと，偲の基部に

はl本の剛毛があること，および第 l触覚の柄部に剛毛が

あること，などから区別される。

本種はガラモ場や波あたりの激しい有節石灰藻にも出

現する事が知られているが(竹内， 1995)，臼尻周辺では海

藻群落上には出現せず，実験的に投入した方形網にのみ出

現した。

Caprella印刷ataArimoto， 1934 

Fig 3 

Caprella carinata Arimoto， 1934， pp. 496-501， 509， fig. 1， pl. 

1 figs. 3-11， pl. 2 figs. 3-5. pl. 3 figs. 2， 8，17，21-22，27. 

Caprella (Caprella) carinata Arimoto， 1976， pp. 97-102， figs. 
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材料

細野・宗原:北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

Fig. 1. Caprella acanthogωter Mayer， 1890: a， ma1e in 1atera1 view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of 

ma1e; d， pereopod 5; e， pereopod 6; f， pereopod 7; g， abdomen of ma1e; h， fema1e in 1atera1 view ; 
i， gnathopod 2 of fema1e; j， abdomen of fema1e. (Sca1es: a， b， c， h = 1 mm; d， e， f， i = 0.5 mm; g， j = 0.1 
mm) 

体長 7.0mmo

記載

雄 (HUMZ-C2182)1999年9月3日採集。方好捕司。体長

15.5 mm。 雄

雌 (HUMZ-C2183)1999年7月25日採集。臼尻定置網。 各体節中では第2胸節が最も長く，ついで第 5胸節が長

- 15-



北大水産業報提(1)， 2∞l 

ζ
U
 



細野・宗原・北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

Fig. 2. Caprella br，めか'ostrisMayer， 1903: a， male in lateral view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of male; 
d， pereopod 5; e， pereopod 6; f， P紅白pod7; g， abdomen of male; h， female in lateral view; i， 
gnathopod 2 of female; j， abdomen of female. (Scales: a， h= 1 mm; b， c， d， e，仁 i=0.5mm; g， j=O.1 
mm) 

い (Fig.3a)。第3胸節および第4胸節の長さはほぽ等し

い。第6胸節の長さは第5胸節の 1/2である。第7胸節は

第6胸節より短い。頭部は丸い。第 l胸節の背面後端には

前方へ湾曲した l対の赫がある。第2胸節の背面中央には

前方へ湾曲した大きな l対の糠があり，背面後端にも前方

へ湾曲した l対の聴が存在する。また，これらの車束の間に

上方へ向かう 2対の椋がある。第3胸節背面には7対の糠

があり，そのうち後端の l対は前方へ湾曲する。第4胸節

背面には6対の聴があり，そのうち後端の l対は前方へ湾

曲する。第5胸節背面には 5対の上方へ向かう聴がある。

また，第5胸脚が連結する付近には，それぞれ lつの輔が

ある。第6胸節背面には l対の後方へ向かう椋が存在し，

第6胸脚が連結する付近にも，それぞれlつの椋がある。

第7胸節背面には l対の聴があり，第7胸脚が連結する付

近には，それぞれ lつの聴が存在する。

鯉は細長く，長さは連結する胸節の 1/2より長い。

第 1触角 (Fig.3a)は体長の 2/3より長い。柄部は第 l

触覚全体の6割の長さを占める。柄部では第2節，第3節，

第 l節の順に長い。鞭状部は 20節からなる。

第2触角 (Fig.3b)は第 l触角の柄部より短く，第 3，4

柄部およひ唱献部第 1節の腹面には2列の遊泳毛と， 1列

の剛毛が密生している。遊泳毛は Caprel1a属の中で短い方

である。

第2岐脚 (Fig.3c)は第2胸節の中央後方寄りに位置

し，その基節は第2胸節の 2/3より長い。基節前端には三

角状突起を備える。前節は細長く，基節の長さとほぽ等し

い。前節腹面の基部には把握椋を伴う掌部突起があり，掌

部中央には前方へ向かう毒歯を備える。また，掌部末端に

は三角状突起が存在する。前節背面の剛毛はまばらであ

る。

第 5-7胸脚 (Fig.3dーのの形態は類似しているが，後方の

付属肢ほど長くなる。基節前端には三角状突起を備える。

第5胸脚では前節が最も長く，長さは幅の 3倍に達する。

第6-7胸脚では前節が最も長く，長さは幅の4倍に達す

る。前節腹面には中央後方寄りに l対の把握聴があり，前

節掌部には短い剛毛が密生し，そのうち掌部中央と前端に

l対づつある剛毛は特に大きい。

腹部 (Fig.3g)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は 2節からなり，末端の節は楕円形を呈す。
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細野・宗原:北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

Fig.3. Caprella carinata Arimoto， 1934: a， ma1e in 1atera1 view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of ma1e; 
d， pereopod 5; e， pereopod 6; f， perωpod 7; g， abdomen of ma1e; h， fema1e in 1atera1 view; i， 
gnathopod 2 offema1e; j， abdomen offema1e. (Sca1es: a， b， d， e， f， h=l mm; c， i=O.5mm; g，j=O.l 
mm) 

雌

各体節中では第2胸節が最も長く，ついで第5胸節が長

い (Fig.3h)。第3および4胸節の長さは互いにほぼ等し

い。第6および7胸節の長さはほぽ等しく，第5胸節の 1/

2以下である。頭部は丸い。第 l胸節の背面後端には前方へ

湾曲した l対の聴がある。第2胸節の背面中央には特に大

きな前方へ湾曲した l対の聴があり，背面後端にも前方へ

湾曲した 1対の聴が存在する。また，これらの赫の聞に上

方へ向かう 2対の聴がある。第3胸節背面には7対の上方

へ向かう聴がある。また，第3胸節の両側面の前端，中央

および後端には lつの聴がある。第4胸節背面には6対の

上方へ向かう聴がある。また，第4胸節の両側面の前端お

よび中央には 1つの腕がある。第5胸節背面には 5対の上

方へ向かう聴があり，第5胸脚が連結する付近には，それ

ぞれ lつの聴がある。第6胸節背面には l対の後方へ向か

う聴が存在し，第6胸脚が連結する付近には，それぞれ l

つの腕がある。第7胸節背面には 1対の腕があり，第7胸

脚が連結する付近には，それぞれ lつの聴が存在する。

第2岐脚 (Fig.3i)は第2胸節の前方から 1/3に位置

し，基節の長さは第2胸節の 1/2以上に達する。基節前端

には三角状突起を備える。前節は基節よりわずかに長く，
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細野・宗原:北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

Fig. 4. Caprella crist記brachiumMayer， 1903: a， male in lateral view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of 
male; d， per巴opod5; e， pereopod 6; f， pereopod 7 ; g， abdomen of male; h， female in lateral view ; 
i， gnathopod 2 of female; j， abdomen of female. (Scales: a， b =: 1 mm; b， c， d， e， f， i， =: 0.5 mm; g， j =: 
0.1 mm) 

楕円形を呈す。前節腹面基部付近には把握聴を伴う掌部突

起を備え，掌部中央前方寄りには小さい毒歯があり，末端

には緩やかな三角状突起が存在する。

腹部 (Fig.3j)の耳状突起の辺縁には数本の毛が存在す

る。

分布

模式地

山辺湾沖，久慈湾沖

その他の分布

三陸沖から館山湾にかけての太平洋岸

付記

本種の分布の中心はこれまで三陸沖と考えられていた

が (Arimoto，1976)，臼尻でも漁網のヒドロ虫上に優占して

出現していた。そのほか，寒流の影響下にある知床半島羅

臼 (44
0

2'N"14Y13'E)においてもヒドロ虫などに優占して

出現していることから(細野，未発表)，本種の分布域の中

心は従来考えられていたものより北方である可能性があ

る。

Caprella crist.め'rachiumMayer， 1903 

Fig.4 

Capre/la acutifons f. cristめrach似mMayer， 1903， p. 84， pl. 3 

figs. 12-13. 

Capre/la cristibrachium Vassilenko， 1967， pp.197-2∞" figs. 
1-4. 

Caprella (Spinicephala) cristめ'rachiumArimoto， 1976， pp. 

121-122， fig. 66. 
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材料

雄，雌 (HUMZ-C2184)1999年 5月28日採集。フジマツ

モRhodomelalarix，潮間帯。雄，体長9.7mm。雌，体長

8.8mm。

記載

雄

第 3および第4胸節の長さはほぼ等しく，体節中で最も

長い (Fig.4a)。第2胸節および第5胸節の長さはほぽ等し

い。第6胸節の長さは第5胸節の 1/2である。第7胸節の

長さは第6胸節より短い。頭部先端に上方へ向かう突起が

ある。頭部後端から第7胸節の背面には複数の小突起が存

在する。第5胸節背面の前端に位置する l対の突起は特に

大きい。

鯨は卵形を呈す。

第 l触角 (Fig.4a)は短く，体長の 1/3より長い。柄部は

第 l触覚全体の6割の長さを占める。柄部では第2節が最

も長く，ついで第 l節が長い。鞭状部は8節からなる。

第 2触角 (Fig.4b)は第 1触角の柄部より長く，第3，4

柄部および甫鰍部第 l節の腹面には2列の長い遊泳毛が密

生している。

第 2暁脚 (Fig.4c)は第2胸節の中央前方寄りに位置

し，基節は第2胸節の 1/3以下である。基節背面には l列

の小突起があり，前端にある突起は丸い。前節は卵形を呈

し，基節の長さの 2倍以上に達する。前節腹面の基部から

1/4には把握聴を伴う掌部突起がある。掌部末端中央寄り

には小さな毒歯を備える。また，毒歯に隣接して掌部末端

には三角状突起が存在する。掌部は剛毛で覆われる。

第 5-7胸脚 (Fig.4d・0の形態は類似し，後方の付属肢ほ

ど長くなる。基節背面は外側に張り出し，数個の突起に縁

取られる。第6および第7胸脚の長節背面には l列の小突

起がある。第 5-7胸脚では前節が最も長い。前節腹面の後

端1/3にl対の把握聴がある。掌部は湾曲し剛毛が生え

る。

腹部 (Fig.4g)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は 2節からなり，末端の節は細い楕円形を呈す。

雌

各体節中では第3胸節が最も長い (Fig.4h)。ついで第2

および4胸節が長い。第5胸節は第4胸節より短い。第6

および7胸節の長さは互いに等しく，第5胸節より短い。

頭部先端に上方へ向かう突起がある。頭部から第7胸節背

面には複数の突起が存在する。そのうち第5胸節背面の前

方にある数個の突起はきわめて大きい。第2胸節の両側面

の前端および後端に 1つの腕がある。第3胸節の両側面の

前端に lつの輔がある。第4胸節の両側面の後端に lつの

聴がある。第3覆卵葉の辺縁部には剛毛が密生する。

第2岐脚 (Fig.4i)は第2胸節の前端に位置し，基節は

第 2胸節の 1/2とほぼ等しい。基節背面前方には l列の突

起がある。前節は卵形を呈す。前節腹面の基部付近に把握

腕を伴う掌部突起を備え，掌部の末端にはきわめて小さい

毒歯と，それに隣接して極めて小さな三角状突起がある。

腹部 (Fig.4j)の付属肢は節構造を持たない。

分布

模式地

Bering Sea， Commander Islands; Adakh， Alaska; 58034' 

15 N， 162022'W. 

その他の分布

Putjatin Island; Pos司etBay， Sea of Japan 

付記

これまで日本沿岸では本種の出現報告は無かったが，臼

尻では潮間帯の海藻上に多数出現した。本種はベーリング

海が模式地であり，リマン海流の影響下にある沿海州沿岸

を南限とすることから冷水性種と考えられている(有元，

1973)。このことから，北海道沿岸，特に寒流の影響を受け

る太平洋岸は本種の分布域であることが予想される。

CapreUa danilevsku Czerniavskii， 1868 

Fig.5 

CapreUa Danilevsku Czerniavskii， 1868， pp.92-93， pl. 6 figs. 

21-34; Mayer， 1890， pp. 58ω， pl. 5 fig.44， pl. 7 figs. 12-13， 

54; Arimoto， 1930， pp. 50-51， fig.5. 

CapreUa He.必dHaller， 1879， p. 232; Haller， 1880， pp.406 

407， pl. 23 fig.43. 

CapreUa Danilewsku Sovinskii， 1880， pp. 88， 1∞-101 ; 
Chevreux and Fage， 1925， pp.454-455， fig.432. 

CapreUa inermis [not Grube， 1864J Haswell， 1880， p. 348， pl. 

23 fig. 3; Mayer， 1882， p.71， figs. 26-29; Guiler， 1954， pp. 

532-533， fig. 1 

CapreUa danilevsku Stebbing， 1888， pp. 1264-1267， pl. 145 ; 

Hale， 1929， pp. 232-233， fig. 228; Hiro， 1937， pp. 312-313， pl. 

22 fig. 6; Utinomi， 1943b， p. 284， fig. 4; Edmondson and 

Mansfield， 1948， pp.216-218， fig. 8; Vassilenko， 1967， pp. 

221-223， fig. 19; McCain， 1968， pp. 22-25， figs. 10-11 

CapreUa Danilewsku Monterosso， 1915， pp. 15-16 

CapreUa danilewsku S. C五r証usuand A. C五r五usu，1942， p. 
82， fig.8d. 

CapreUa danileasku Utinomi， 1964， pl. 3 fig.8. 

CapreUa danilewsku Kikuchi， 1966， tab. 21. 

材料

雄，雌 (HUMZ-C2186)1999年 5月28日採集。ウミトラ

ノオ Sargassumthunbergii，潮間帯。雄，体長 10.16mmo雌，

体長9.24mmo
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細野・宗原:北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

記載

雄

体節中では第2胸節が最も長い (Fig.5a)。第3および第

4胸節の長さは互いに等しい。第5胸節は第4胸節より短

い。第6胸節の長さは第5胸節の 1/2以上である。第7胸

節は第6胸節より短い。頭部先端は垂直。体表上に目立つ

た突起はない。

偲は卵形を呈す。

第 l触角 (Fig.5a)は体長の 1/2より短い。柄部は第 l

触覚全体の 2/3長さを占める。柄部は第2節，第3節，第

l節の順に長い。鞭状部は 11節からなる。

第2触角(Fig.5b)は第 l触角の柄部より短く，第3，4

柄部および甫鰍部第 l節の腹面には2列の短い遊泳毛がま

ばらに存在する。

第2岐脚 (Fig.5c)は第2胸節の後方 1/3に位置する。

基節の長さは第2胸節の1/3以上に達する。基節の背面前

端にある三角状突起は丸い。前節は細長く，基節の長さの

3倍に達する。前節腹面の中央には l本の把握聴を伴う掌

部突起があり，掌部末端には三角状突起が存在する。

第 5-7胸脚 (Fig.5d・0では後方の胸脚ほど長くなる。特

に第7胸脚の基節および長節の長さは，第5胸脚の長節お

よび腕節のそれぞれ2倍に達する。基節の背面前端には三

角状突起がある。第5-7胸脚では前節が最も長い。前節腹

面には把握聴が無い。掌部には剛毛が生える。

腹部 (Fig.5g)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は2節からなり，末端の節の先端は鈎爪状を呈す。

雌

各体節中では第3胸節が最も長い (Fig.5h)。ついで，第

2および4胸節が長く，互いの長さはほぽ等しい。第5胸節

は第4胸節より短い。第6および7胸節は第5胸節より短

い。頭部先端は垂直。頭部から第7胸節背面には突起が無

し瓦。

第2暁脚 (Fig.5i)は第2胸節の前端に位置し，基節の

長さは第2胸節の 1/5以下である。前節は卵形を呈す。前

節腹面の基部付近に l本の把握聴を伴う掌部突起を備え

る。

分布

模式地

Black Sea 

その他の分布

Bay of Biscay， Mediterranean coast of France; Mediter-

ranean and Adriatic∞asts of Italy; Ukranian and 
Roumanian， Black sea; Cherchell， Algeria; Rufisque， 

Senegal; Southwest Africa; South Arabian Coast;晶子

muda; Virginia Key， Key Biscayne， Matheson Hammock， 

Florida; Loggerhead Key， Tortugas; S1. Croix， Virgin 

Island; Trinidad; Rio de Janeiro， Brazil; Oahu， Hawaii; 

Sakha1in，日本沿岸各地

付記

本種の体表上には特徴的な突起類が無く，若齢時には判

別が困難となる事が多い。しかし，雄の腹部付属肢先端が

特徴的な鈎爪状を呈すことから他種と区別できる。また，

本種の若齢個体は Caprella拍伊nωGの臓のない個体と極

めてよく類似するが， C. bispinosaの第5胸節の長さが第6

胸節の2倍に達するのに対し，本種の第5胸節の長さは第

6胸節の2倍に達しない事から判別が可能である。

本種は臼尻周辺の様々な海藻群落に高密度で出現した

ことから，本地域の優占種と考えられた。

CapreUa mutica Schurin， 1935 

Fig.6 

CapreUa mutica Schurin， 1935， pp. 198-199， fig. 1; Takeuchi， 

1995， pp.2∞-201， fig. 21-184. 
Caprella (CapreUa) mutica Arimoto， 1976， pp. 111-112， fig. 

64. 

Caprella acanthogaster humboldtiJ.ヲ出'isM紅tin，1977， p. 154， 

fig.3. 

材料

雄，雌 (HUMZ-C2187)1999年 11月4日採集。方形網。

雄，体長 14.1mm。雌，体長8.3mm。

記載

雄

各体節中では第2胸節が最も長く，ついで第 l胸節が長

い (Fig.6a)。第3，4および5胸節はほぽ等しい。第6，7胸

節はほぼ等しく第5胸節の 1/2以下である。頭部先端は丸

い。第 l胸節の後端から第2胸節にかけて繊毛に覆われ

る。第2胸節の両側面の後端に lつの腕が存在する。第3

胸節背面には6対の椋が存在し，両側面前端と後端に lつ

の聴が存在する。また，第3胸節に偲が連結する付近には

下方へ向かう 3つの突起がある。第4胸節背面には7対の

腕が存在し，両側面前端と後端に lつの聴が存在する。ま

た，第4胸節の偲が連結する付近には下方へ向かう 2つの

突起がある。第5胸節背面には 5対の聴が存在する。第6

および第7胸節背面には 2対の聴が存在する。

鯨は楕円形を呈す。

第 1触角 (Fig.6a)は体長の 1/2より長い。柄部は第 l

触覚全体の 2/3の長さを占める。柄部では第2節，第 l節，

第3節の順に長い。鞭伏部は 14節からなる。

第2触角 (Fig.6b)は第 l触角の柄部より短く，第3，4

柄部および鞭状部第 l節の腹面には2列の遊泳毛が密生し
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細野・宗原:北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

Fig.5. Caprella danilevskii Czerniavskii， 1868: a， male in lateral view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of 
male; d， pereopod 5; e， pereopod 6; f， pereopod 7; g， abdomen of male; h， female in lateral view ; 
i， gnathopod 2 of female; j， abdomen offemale. (Scales: a， b， c， h= 1 mm; d， e， f， i=0.5 mm; g， j =0.1 
mm) 

ている。遊泳毛は他の CapreUa属の中で短い方である。

第2岐脚 (Fig.6c)は第2胸節と同様に多数の繊毛で覆

われている。第2岐脚は第2胸節の後端から 1/3に位置

し，その基節の長さは第2胸節の 1/2である。基節前端に

は突起を備える。前節は卵形を呈し，基節の長さとほぼ等

しい。前節腹面の基部から 1/3には掌部突起があり，掌部

末端の中央よりには毒歯を備える。毒歯から U宇伏の溝を

隔てて掌部末端には三角状突起が存在する。

第 5-7胸脚 (Fig.6dーのの形態は類似しているが，後方の

胸脚ほど長くなる。基節前端には三角状突起を備える。腕

節の腹面および背面には剛毛が存在し，腹面の剛毛は密と

なる。第5-7胸脚では前節が最も長く，長さは幅の 3倍で

ある。前節腹面の中央に l対の把握聴があり，掌部には短

い剛毛がある。

腹部 (Fig.6g)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は2節からなり，末端の節の先端は円錐状を呈す。

雌

各体節中では第2胸節が最も長い (Fig.6h)。ついで第3，

4および5胸節が長く，互いの長さはほぼ等しい。第6，7胸

節はともに第5胸節より短い。頭部は丸い。第 l節背面後

端は隆起する。第4胸節背面には 2対の赫が存在する。第

5胸節背面には4対の腕がある。第6胸節背面には 2対の

聴がある。第7胸節背面には l対の聴がある。

第2岐脚 (Fig.6i)は第2胸節の前端に位置し，基節は

第2胸節の 1/2より長い。基節前端には三角状突起を備え

る。前節は卵形を呈す。前節の腹面基部付近に掌部突起が

ある。掌部末端中央よりには毒歯があり，毒歯に隣接して

三角状突起か、存在する。

腹部 (Fig.ゅの側面葉にはそれぞれ l本の剛毛があ

る。

分布

模式地

Peter the Great Bay 

その他の分布

Putjantin Island， Possjet Bay， Sea of Japan ;厚岸，北海

道

付記

本種は前出の Caprellaacanthogasterと類似する。しか

し，成熟雄の第2胸節および第2岐脚が繊毛で覆われるこ
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細野・宗原:北海道南部臼尻周辺に出現するワレカラ類

Fig. 6. Caprella mutica Schurin， 1935: a， ma1e in 1atera1 view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of male; d， 
pereopod 5; e， pereopod 6; f， pereopod 7; g， abdomen of ma1e; h， fヒma1ein 1atera1 view; i， gnath-
opod 2 of female; j， abdomen of fema1e. (Scales: a， c， h， i = 1 mm; b， d， e， f = 0.5 mm; g， j = 0.1 mm) 

と，成熟雄の第2岐脚前節にある毒歯がそれほど発達しな

いこと，鯨が Cacanthogasterと比較して短いこと，第5-

7胸脚が Cacanthogasterと比較して細長くないこと，腕

節および前節背面の剛毛が短く密度が組なこと，特に第7

胸脚の腕節背面にある剛毛が組であることから Cacanth-

og，ωterと区別できる。

Caprella polyacantha Utinomi， 1947 

Fig.7 

Capre，助 polyacanthaUtinomi， 1947， pp.75-76， figs. 4-5; 

Vassilenko， 1967， pp.203-206， figs. 7-9; Utinomi， 1969， pp. 

302-304， fig. 5. 

CapreUa (Spinio司phala)polyacantha Arimoto， 1976， pp. 177 

179， fig. 95-96. 

材料

雄 (HUMZ-C2188)1998年7月31日採集。ハケサキノコ

ギリヒパ Odonthaliamηmb砕'ra水深3m。体長6.8mm。

雌 (HUMZ-C2189) 1999年 11月 19日採集。マクサ

Gelidium amansii水深2.5m。体長4.Ommo

記載

雄

各体節中では第3胸節が最も長く，ついで第4胸節が長

い (Fig.7a)。第2および第5胸節の長さはほぽ等しく，第

4胸節より短い。第6胸節は第5胸節より短い。 7胸節は第

6胸節より短い。頭部には上方へ向かう火炎状の突起が複

数存在する。第 1胸節の背面と第2-7胸節背面および両側

面には火炎状の突起か複数存在する。

鯨は円形を呈す。

第 l触角 (Fig.7a)は体長の1/3である。柄部は第 l触

覚全体の 1/2の長さを占める。柄部では第2節が最も長

く，第 l節と第3節の長さはほぼ等しい。鞭状部は6節か

らなる。

第2触角 (Fig.7b)は第 l触角の柄部より長く，第3，4

柄部および鞭状部第 l節の腹面には2列の遊泳毛がまばら

にある。

第2岐脚 (Fig.7c)は第2胸節の前端に位置し，基節の

長さは第2胸節の 1/2である。基節背面には 3つの突起が

あり，前端には三角状突起がある。前節は卵形を呈し，基
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: J(l)¥ 
Fig.7. Caprella polyacantha Utinomi， 1947: a， ma1e in latera1 view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of 
ma1e; d， per∞pod 5; e， pereopod 6; f， pereopod 7; g， abdomen of ma1e; h， female in latera1 view ; 
i， gnathopod 2 offema1e; j， abdomen offemale. (Sca1es: a= 1 mm; c， h=0.5 mm; b， d， e， f， g， i， j =O.l 
mm) 

節の2倍の長さである。前節腹面の基部から 1/3には掌部

突起があり，掌部末端には緩やかな三角状突起がある。掌

部背面には9つの椋がある。

第5-7胸脚 (Fig.7d・0の形態は類似している。基節背面
は外側にせり出し辺縁部には小突起を備える。第5-7胸脚

では前節が最も長く，長さは幅の 3倍である。前節腹面基

部から 1/4にl対の把握聴があり，掌部には剛毛がある。

前節掌部の背面には複数の小突起がある。

腹部 (Fig.7g)には2節からなる 1対の腹部付属肢を備

える。

雌

各体節中では第3胸節が最も長く，次いで第2および第

4胸節がほぽ同じ長さでそれに次ぐ (Fig.7h)。第5胸節は

第4胸節より短い。第6は第5胸節より短い。第7胸節は

第6胸節より短い。頭部には上方へ向かう火炎状の突起が

複数存在する。第 1-7胸節背面およひ澗側面には火炎状の

突起が複数存在する。第3覆卵葉の基部には火炎状の突起

がある。第4覆卵葉の基部には火炎状の突起があり，中央

には4つの小突起がある。

第2岐脚 (Fig.7i)は第2胸節の前端に位置し，基節は

第2胸節の 1/2である。基節背面には7つの突起を備え

る。前節は卵形を呈す。前節腹面基部付近には把握聴と副

把握糠をそれぞれ l本備える。

腹部 (Fig.万)は極めて小さい。

分布

模式地

浅虫，陸奥湾

その他の分布

Possjet Bay， Sea of Japan ;千葉県天津小湊;大分県八幡

島

付記

本種は体表上にある多数の火炎上突起から容易に判別

が可能である。臼尻周辺では様々な海藻群落上に出現した

が，その頻度は低かった。

Caprella scaura Templeton， 1836 

Fig.8 

Caprella scaura Templeton， 1836， pp. 191-192， p1. 20 fig. 6 ; 

Bate， 1862， p. 355， p1. 56 fig. 4; Mayer， 1890， pp. 70-73， p1. 4 
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Fig.8. Caprella scaura Templeton， 1836: a， male in lateral view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 of male; 
d， perωpod 5; e， pereopod 6; f， pereopod 7; g， abdomen of male; h， female in lateral view; i， 

gnathopod 2 of female; j， abdomen of female. (Scales: a， b， c， = 1 mm; h， i， 1， =0.5 mm; d， e， f， g， j = 
0.1 mm) 
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figs. 40-51， pl. 6 fig. 41， pl. 7 figs 2， 35-36; Mayer， 1拘3，pp. 

117-1却， pl. 5 figs. 13-18， pl. 10 fig. 11 [in partJ ; Hale， 1929， 

234， fig. 229; Arimoto， 1931， pp. 16-18， pl. 3 figs. 1-6; Hiro， 

1937， pp. 314-315， fig. 3， pl. 22 figs. 11-12; McCain， 1968， pp. 

40-44， figs. 17-18， 55; Takeuchi， 1995， 198-199， fig. 21-180. 

Caprella nodα叩 Temp1eton，1836， pp. 192-194， pl. 21 fig. 7 ; 

Bate， 1862， p.356， pl. 56 fig. 5. 

CapreOa comuta Dana， 1853， pp. 816-817; Dana， 1855， pl. 

54， fig. 5; Bate， 1862， 356， pl. 56 fig. 5. 

CapreOa comuta f. obtusirostris Dana， 1853， p. 817; Dana， 

1855， pl. 54 fig. 6. 

CapreOa attenuata Dana， 1853， p. 817-819; Dana， 1855， pl. 

55， fig. 1 ; Bate， 1862， p. 364， pl. 57 fig. 7; Mayer， 1882， pp 

67-68， figs.24-25. 

Caprella attenuata f. subtenuis Dana， 1853， pp. 818-819 ; 

Dana， 1855， pl. 55 fig. 1c. 

Caprella scaura f.砂'PicaMayer， 1890， p. 71， pl. 4 figs. 48-49. 

Caprella scaura f. diceros Mayer， 1890， p. 71; Utinomi， 1947， 

p.285， fig. 5; Utimoni， 1964， p. 14， pl. 1 fig.5， pl. 3 figs. 13-

14; Vassi1enko， 1967， pp.21ト214，figs. 11-12. 

CapreOa scaura f. comuta Mayer， 1890， pp. 71-72， pl. 4 figs. 

50-51. 

CapreOa scaura f. hamata Utinomi， 1947， p.77， fig.7; 

Utinomi， 1964， p. 15 pl. 1 fig. 3， pl. 3 fig 12. 

CapreOa scaura diceros Vassi1enko， 1967， pp.211-214， figs. 

11-12; Arimoto， 1971， pp. 42-48， figs. 11-12; Arimoto and 

Kikuchi， 1977， pp. 94-95， fig.3G. 

CapreOa scaura hamata Arimoto and Kikuchi， 1977， pp. 

94-95， fig.3G. 

Caprella [SpinicephalaJ scaura diceros Arimoto， 1976， pp. 

148-155， figs.79-81. 

Caprella [Spi，枕申'halaJscaura hamata Arirr削 0，1976， pp. 

155-156， fig. 82 

CapreOa [Spinicephala ] scaura砂'PicaArimoto， 1976， pp. 

147-148， fig. 78; Arimoto， 1980， pp. 109-110， fig. 10. 

材料

雄 (HUMZ・C21則1)1998年 9月 12日採集。フジマツモ

Rhodomela lal九潮間帯。体長 11.9mmo 

雌・1(HUMZ-C2191) 1998年7月28日採集。ハケサキノ

コギリヒパ Odonthalia co，ηmb酔'ra，水深2m。体長6.5

mm。
雌-2(HUMZ-C2192) 1998年7月28日採集。カレキグサ

Tichocarpus crinitus，水深1.4m。体長6.2mm。

記載

雄

体節中では第2胸節が最も長い (Fig.8a)。第3，4および

第 5胸節はほぼ等しい。第6胸節と第7胸節はほぼ等し
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く，第5胸節の 1/2である。頭部後端には前方へ向かう湾

曲した突起がある。第 1，第2，第3および第5胸節の体表

状に突起はない。第4胸節の後方辺縁はせり出す。

鯨は細長い卵形を呈す。

第 l触角 (Fig.8a)は体長の 1/2より短い。柄部の長さ

は第 l触覚全体の 2/3を占める。柄部第2節は， 3節中で最

も長く，前方部は膨らむ。第3節および第 I節はほぼ等し

い。鞭状部は 10節からなる。

第2触角 (Fig.8b)は第 l触角の柄部より短く，第 3，4

柄部およひ苛便状部第 l節の腹面には2列の遊泳毛が存在す

る。

第 2岐脚 (Fig.8c)は第2胸節の後方 1/3に位置する。

基節の長さは第2胸節の 2/3である。基節の背面前端には

三角状突起がある。前節は細長く，基節よりわずかに長い。

前節腹面中央には掌部突起がある。掌部中央には毒歯があ

る。掌部末端には三角状突起が存在する。

第 5-7胸脚 (Fig.8d・0の形態は互いに類似しているが，

後方の付属肢ほど長くなる。基節の背面前端には三角状突

起がある。第5-7胸脚では前節が最も長い。前節腹面の基

部から 1/4には l対の把握聴がある。掌部はわずかに湾曲

し，剛毛が生える。

雌-1

第 2，第3，第4および第5胸節の長さはほぽ等しい

(Fig.8h)。第6および7胸節の長さはほぽ等しく，第5胸節

の 1/2である。頭部後端には前方へ向かう湾曲した突起が

ある。第2胸脚背面中央はわずかに隆起する。第3胸節背

面中央には l対の隆起があり，両側面の前端と中央には l

つの隆起がある。第4胸節背面中央には l対の隆起があ

り，後方辺縁は大きくせり出す。また，第4胸節の両側面

の中央には lつの隆起がある。第5胸節の背面中央には l

対の隆起がある。第6胸節背面には2対の聴がある。

第2暁脚 (Fig.8i)は第2胸節の前端に位置し，基節は

第 2胸節の1/2以下である。基節の背面前端には三角状突

起がある。前節は卵形。前節腹面の基部付近に把握聴を伴

う掌部突起を備える。掌部末端にある毒歯と三角状突起は

明瞭で無く，わずかに隆起する程度。掌部には小さな聴が

並ぶ。

腹部 (Fig.句)耳状突起には l本の剛毛が存在する。

雌・2

第 2，第3，第4および第5胸節の長さはほぼ等しい

(Fig.8k)。第6および7胸節の長さはほぽ等しく，第5胸節

の 1/2である。頭部後端には前方へ向かう湾曲した大きな

突起がある。第 l胸節背面後端には l本の前方へ向かう湾

曲した聴がある。第2胸脚背面中央には 1対の大きな隆起

があり，後端には l本の上方へ向かう腕がある。第3胸脚

背面中央には 1対の大きな隆起があり，後端には l本の上

方へ向かう聴がある。また，第3胸節の両側面前端には l

つの隆起がある。第4胸節背面中央には 1対の隆起があ
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り，後方迅縁は大きくせり出す。また，第4胸節の両側面

中央には2つの隆起がある。第5胸節の背面には2対の聴

がある。第6胸節背面には2対の聴がある。

第2岐脚 (Fig.81)の形態は雌ーlの第2岐脚 (Fig.8i)

とほぽ同じ。

分布

模式地

Riviere Noire， Mauritius 

その他の分布

St. Croix and St. Barthelemy， Virgin Island; Cocos Island， 

Costa Rica; Mayaguez， Puerto Rico; Ilha Sao Sebastiao， 

Santa Catarina， Vitoria， Rio de Janeiro and 28"S Brazil; 

South Africa; Mjillones， Chile; Cumberland Bay， Isla Mas 

a Tierra; Vladivostok; Sydney and Kangaroo Island， Aus-

tralia;本州沿岸，九州沿岸，瀬戸内海などの日本各地

付記

本種は特徴的な頭部や体節背面の聴によって類別され

るが，形態変化が著しいことも知られており，様々な亜種

が作られてきた。日本沿岸には Caprellascaura diceros， C. 

s. hamata， C. s. 砂picaの3亜種が分布しているが

(Arimoto， 1976)，亜種の妥当性については再検討の必要性

が指摘されている (McCain and Steinberg， 1970 ;竹内，

1989)。本研究では雌において 2型が見られ，それぞれ従来

の CapreUascauraぴpica雌・2)とc.s. diceros (雌・2)に
類似していた。しかし，実際の調査では両者が同所的に出

現することが多かったため，亜種として扱う事は避けて同

種としてあつかった。

臼尻周辺では様々な種の海藻群落に出現したが，とくに

潮間帯付近の小型多年生紅藻に多く出現した。

CapreUa tsugarensis Utinomi， 1947 

Fig.9 

CapreUa伽ea泊 Arimoto，1931， pp. 13-14， fig.9. 

Caprella tsugarensis Utinomi， 1947， pp.78-79， fig. 8; Vas-

silenko， 1967， pp.214-216， figs. 13-14; Takeuchi， 1995， p. 

204， fig. 21-193. 

CapreUa (Rωtrhicephala) tsugarensis Arimoto， 1976， pp. 

189-192， figs. 102-103. 

材料

雄 (HUMZ-C2193) 1998年7月28日採集。スガモ

Phyllospadix iwatensis，水深1.5m。体長 10.5mmo 

雌 (HUMZ-C2194)1999年 11月 19日採集。フシスジモ

クSargassumcon，ル細川水深4m。体長9.3mm。

33 

記載

雄

体節中では第3胸節が最も長い (Fig.9a)。ついで第4，第

2および第5胸節の順に長い。第6および第7胸節の長さ

はほぼ等しく，第5胸節の 1/2以上である。頭部先端はわ

ずかに尖る。体表上に突起はない。

鯨は楕円形を呈す。

第 1触角 (Fig.9a)は体長の 1/2より短い。柄部は第 l

触覚全体の 6割を占める。柄部は第2節が最も長く，第3

節と第 l節の長さはほぽ等しい。鞭状部は7節からなる。

第2触角 (Fig.9b)は第 l触角の柄部より長く，第3，4

柄部およひ鞭状部第 l節の腹面には2列の遊泳毛が存在す

る。

第2岐脚 (Fig.9c)は第2胸節の前方 1/3に位置する。

基節は第2胸節の 1/3以下である。基節の背面前端には三

角状突起がある。前節は楕円形である。前節腹面末端から

1/3には l対の把握赫と 3本の小さい副把握聴がある。掌

部末端には三角状突起が存在する。

第 5-7胸脚 (Fig.9d・0では後方の胸脚ほど長くなる。特
に第7胸脚の長さは第5胸脚の2倍になる。基節の背面前

端には三角状突起がある。第5-6胸脚では前節が最も長い

が，第7胸脚では基節が最も長くなる。前節腹面基部付近

には l対の把握聴があり，把握腕の形態は他のワレカラ類

と異なり，把握椋の長軸方向に方形の鋸歯を備える。掌部

はわずかに湾曲し剛毛が生える。

腹部 (Fig.9g)には l対の腹部付属肢を備える。腹部付

属肢は 2節からなり，末端の節は楕円形を示し，辺縁部は

毛で縁取られる。

雌

各体節中では第3胸節が最も長い (Fig.9h)。第2および

第4胸節はほほ等しい。第5胸節は第4胸節より短い。第

6および第7胸節はほぼ等しく，第5胸節より短い。頭部先

端は垂直である。頭部から第7胸節背面には突起が無い。

第2岐脚 (Fig.9i)は第2胸節の前端に位置する。基節

は第2胸節の 1/5以下である。基節の背面前端には三角状

突起がある。前節は楕円形。前節腹面末端から 1/3には 1

対の把握赫と 3本の小さい副把握聴がある。掌部末端には

三角状突起が存在する。

腹部 (Fig.9j)側面葉にはそれぞれ l本の剛毛がある。

分布

模式地

浅虫，陸奥湾

その他の分布

PO珂etBay， sea of Japan ;北海道厚岸湾，宮城県男鹿半
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Fig.9. Caprella tsugarensis Utinomi， 1947: a， male in lateral view; b， anntena 2; c， gnathopod 2 ofmale; 
d， perωpod 5; e， pereopod 6; f，戸rωpod7; g， abdomen of male; h， female in lateral view; i， 
gnathopod 2 of female; j， abdomen of female. (Scale沼:a， b， h = 1 mm; b， c， d， e， f， 1 = 0.5 mm; g， j = 
0.1 mm) 

島，千葉県天津小湊，神奈川県相模湾，愛知県来島海峡，熊

本県富岡

付記

本種の形態は前出の CapreUadanilevskuと類似するが，

体が全体的に肩平なこと，第2岐脚前節に副把握聴がある

こと，第5から第7胸脚前節にある把握糠の先端には方形

の鋸歯を備えることから本種はC.danilevskiiと区別され

る。

本種は日本沿岸各地の海藻群落に出現し優占種となる。

臼尻周辺ではスガモ，ホンダワラ類に出現した。

検索表

検索表は成熟した雄成体についてまとめた。

1. a. 側面から見て，頭部に突起が無く滑らかである 2 

b. 側面から見て，頭部に lつ，もしくは複数の上方へ

の突起がある…...・ H ・"……...・ H ・..………………3
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c. 側面から見て，頭部先端に lつの前方へ向かう突

起がある ....・H ・...・H ・-…H ・H ・'"・H ・.C. brebirostris 

2. a. 第2岐脚基節は第2胸節の 1/2以上である ……4 

b. 第2岐脚基節は第2胸節の 1/3以下である ……5 

3. a. 頭部に上方への突起が lつある c. c，泊tibrachium
b. 頭部に前方へ湾曲した聴が lつある …C. scaura 

C. 頭部に複数の突起がある….....・H ・C.polyacantha 

4. a. 第2胸節背面中央に前方へ湾曲した大きな聴が l

対ある ...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..……C.carinata 

b. 第2胸節背面に練はないか，もしくは小さい

. . . . . . . . . . C. acanthogaster 

C. 第2胸節背面は繊毛で覆われる ………C. mutたU

5. a. 第ト7胸脚前節に l対の把握聴がある

…. C. tsugarensis 

b. 第 ~7胸脚前節に l 対の把握耕がない

…. . C. danilevskii 
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